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2009年全国患者家族集会（11月 15日） 

 

第 1分科会    今後の医療制度と難病対策 

当初の問題提起者…野原正平（ＪＰＡ副代表理事） 

 

１．日本医療の現状と国際比較（主にデータで簡潔に見る） 

   

２．日本医療が直面する問題点と課題 

  「市場化の中の『医療改革』」国民皆保険制度の行方 

新日本出版社刊：日野秀逸氏著の要点による全体像の俯瞰 

 １）医療費抑制・国民負担の強化 

 ２）日本医療の優れた側面 

 ３）日本医療の弱点 

４）小泉医療制度改革 

５）健康保険制度改革構想 

６）社会保障・医療保障を支える税制と政策的対抗軸 

 

３．国の難病施策概要と課題：展望 

 １）難病施策の概要 

 ２）当事者の声が難病施策を変えている… 

 ３）JPAの提言 

 ４）5.000～7.000の難病慢性疾患へのアプローチ 

 ５）現状施策の緊急改善要望 

 

４．「障害認定」をめぐって 

  「欧米諸国における障害認定制度」（独法・障害者職業総合センター刊） 

 １）ICFと先進５ヶ国の「障害認定基準」 

 ２）難病施策の総合性・将来性 

…医療と福祉、就労、教育、生活保障を含めて…総合施策の蓋然性 

…患者・当事者の声が施策改善の推進力 

  


